
－ 3－

師 

範 

位 

検 

定 

課 

題　

条
幅
部
半
紙
臨
書
部
検
定
課
題

臨
書
入
門

作
品
の
大
き
さ
は
半
折
（
一
三
六
㎝
×
三
五
㎝
）
で
す
。

今
月
の
師
範
の
課
題
は
、
木
村
卜
堂
先
生
の
「
草
書
千
字
文
」
で
す
。

草
書
は
形
だ
け
似
て
い
て
も
、
筆
の
運
び
が
違
う
と
、
別
の
字
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

よ
く
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〔
釈　

文
〕
嫡
後
嗣
續
、
祭
祀
蒸
嘗
。
稽
顙
再
拝
、
悚
懼
恐
惶
、
牋
牒
簡
要
。

〔
読
み
方
〕
嫡て

き

後ご

は
嗣し

続ぞ
く

し
、
祭さ

い

祀し

蒸
じ
ょ
う
し
ょ
う

嘗
す
。
稽け

い
そ
う
さ
い
は
い

顙
再
拝
し
、
悚

し
ょ
う

懼く

恐
き
ょ
う
こ
う惶

す
。
牋

せ
ん
ち
ょ
う牒

は
簡か

ん
よ
う要

に
、

〔
意　

味
〕 

あ
と
と
り
は
両
親
の
後
を
継
ぎ
、
代
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
四
季
お
り
お
り
の
祭
り
を
行
う
。
祭
礼
の
時
は
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
二
度
ひ
れ
ふ
し
、
恐
れ
つ
つ
し
み
敬
う
も
の
で
あ
る
。

人
に
手
紙
を
書
く
時
は
、
簡
単
明
瞭
に
。

（
二
十
五
日
〆
切
）　

作
品
に
は
必
ず
支
部
名
・
会
員
番
号
・
姓
号
を
鉛
筆
で
、
作
品
の
左
下
隅
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

参
考
作
品
で
す
。
（
手
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

ここに横書きで一列にご記入下さい

所属・師範位・会員番号・姓号
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－ 4－

注　

釈　

唐
詩
選　

五
言
絶
句　

第
四
十
七

作
者
「
銭せ

ん

起き

」
題
「
逢
侠
者
」 

（
侠

き
ょ
う
し
ゃ

者
に
逢あ

う
）

本　

文　

燕
趙
悲
歌
士　

相
逢
劇
孟
家　

　
　
　
　

寸
心
言
不
盡　

前
路
日
將
斜

（
読
み
方
）
燕

え
ん
ち
ょ
う

趙　

悲ひ

歌か

の
士し

　
　
　
　

 

相あ
い

逢あ

う　

劇げ
き

孟も
う

の
家い

え

　
　
　
　

 

寸す
ん

心し
ん　

言い

い
尽つ

く

さ
ず

　
　
　
　

 

前ぜ
ん

路ろ　

日ひ

将ま
さ

に
斜な

な

め
な
ら
ん
と
す

注　

釈　

〇
侠
者　

男お
と
こ
だ
て

伊
達
。
○
燕
趙
悲
歌

士　

侠
者
を
さ
す
。
燕
は
今
の
北
京
の
辺

り
、
趙
は
今
の
山
西
省
。
こ
の
地
に
は
悲
歌

慷こ
う
が
い慨

（
悲
壮
な
歌
を
う
た
い
、
社
会
の
不
義

や
不
正
を
憤

い
き
ど
おり

嘆
く
こ
と
）
の
気
に
富
む
侠

者
（
憂
国
の
士
）
が
い
た
。
○
劇
孟　

前
漢

の
人
。
侠
者
と
し
て
知
名
。
○
寸
心　

自
分

の
気
持
ち
を
謙
遜
し
て
言
う
。
○
言
不
尽　

言
い
尽
く
せ
な
い
。
○
前
路　

行
く
手
。

意　

味　

悲
歌
慷
慨
す
る
燕
趙
の
侠
者
と
、

劇
孟
の
如
き
人
物
の
家
で
出
会
っ
た
。
憂
国

の
思
い
で
意
気
投
合
し
た
が
、
十
分
に
胸
中

を
語
り
つ
く
せ
ぬ
う
ち
に
、
行
く
手
を
見
れ

ば
、
も
う
日
が
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

習
い
方　

級
位
の
時
は
、
半
紙
の
課
題
で
す

か
ら
、
机
の
前
に
坐
れ
ば
よ
い
の
で
、
余
り

場
所
を
と
り
ま
せ
ん
が
、
条
幅
と
な
る
と
、

道
具
を
用
意
す
る
に
も
狭
い
場
所
で
は
他
の

も
の
を
片
づ
け
な
け
れ
ば
書
け
ま
せ
ん
。
場

所
も
取
る
し
、
大お

お

袈げ

裟さ

で
す
の
で
ど
う
し
て

も
億お

っ
く
う劫

に
な
り
が
ち
で
す
。
前
の
日
か
ら
準

備
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

条
幅
課
題
の
中
身
は
漢
詩
で
す
か
ら
、
繰

り
返
し
よ
く
読
ん
で
、
詩
の
意
味
も
し
っ
か

り
把は

握あ
く

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

条
幅
部
検
定
課
題　

（
二
十
五
日
〆
切
）　
　

小
雅
仙
（
半
折
）
縦
書
き
二
行
に
仕
上
げ
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

縦
四
尺
五
寸
（
一
三
六
㎝
）
×
横
一
尺
一
寸
五
分
（
三
五
㎝
）

筆
順
が
大
切
で
す
。
墨
が
滲
ん
で
潰
れ
た
字

は
、
筆
順
が
分
か
り
に
く
い
も
の
で
す
か
ら
、

不
明
な
字
は
、
「
書
道
字
典
」
な
ど
を
引
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
間
違
っ
た
字
を
書
い
た

の
で
は
「
書
」
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

※
本
課
題
を
半
紙
四
枚
に
書
い
た
執
筆
動
画

が
有
り
ま
す
（
三
三
〇
円
）。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

木　

村　

東　

道

所属・段位・会員番号・姓号

⇒
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